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第41回 東京鶴翔同窓会のご案内
●日時：
　　　　
　　　　13：30～16：00（受付開始12：30）
●場所：海運クラブ（昨年と同じ）　2階大広間
　　　　千代田区平河町 2-6- 4　海運ビル　☎03-3264 -1825
●交通：有楽町線、半蔵門線、南北線　永田町駅1分
　　　　銀座線、丸ノ内線　赤坂見附駅 5分

●会費：一般会員………………………………8,000 円
　　　　高齢会員（昭和 24年卒以前）………4,000 円
　　　　大学、専門学校会員…………………4,000 円

他に東京鶴翔同窓会年会費、一口 1,000 円ですが、
何卒、二口以上のご協力を賜りたくお願い申し上げます。

★出欠の返事：5月31日（月）までに同封のハガキ、
　　　　または東京鶴翔同窓会ホームページにてお願いします。

第 41回　東京鶴翔同窓会に寄せて

　東京には空がない、ふるさとの本当の空が見たいと言
　たのは高村智恵子。
　ふるさとを後にして首都圏と呼ばれるところで生計を
求めた鶴翔同窓の朋友がふと一息つくときに見たいと思
う本当のふるさとの空の色は蒼く澄み切った高い空か、
はたまた冬の地吹雪が吹き荒び天地が一体となってしま
う空なのか。どちらも本当のふるさとの空である。そし
てそこには微かな景色のしらべを覚える自分を見つける。
　景色のしらべは空の色だけではない。校歌にも謳われ
ている鳳嶺・月峰を霞める雲にもさらには日本海を渡る
潮騒にもしらべはある。想い描いたら切りが無いくらい
のふるさと庄内の景色に包まれたしらべを心に響かせる
ことができるとき鶴翔同窓の朋友であることの幸せを感
じ同時に誇りに思いながら今をそしてふるさとで過ごし
た青春の日々を語ることも心の洗濯になるであろう。
　嘗て遠きに在りておもうものだったふるさとが今では
空の便を使えば一時間で直に目にすることができるよう
になった。でも鶴翔同窓の朋友が集う場はもっと近い。
　　　　　　　　　　　　　（副実行委員長・　嶋勝平記）
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菅　　徹　
石黒　慶一　
田中　芳昭
榎本　政規
栗本　浩　
小鷹　光雄
尾形　昌夫　
皆川　健行　
鎌田　喜子　
平田　宏　
御橋　廣眞　
渡部　洋　
阿部　博行　
小杉　善宏　
小野寺光弥　
坂田　敬一　
斎藤　晋　
田辺　礼士
藤原　絹子　
鈴木　良清　
斎藤　匠　
薬袋　綾　

同窓会は文化です
故郷　
思い出の「響き」
ふるさと鶴岡の今
ふるさとの縁
昨年の同窓会
忘れえぬ人 三浦安信さん
学業よりも勤労が多かった四年間
ふるさとの調べは庄内弁
もっと外に縦パスを
親にケイタイを贈り、子の笑顔を送る
桜井文子さんの早すぎる死を悼みます
草創期の荘内中学校
感慨
白球
マル 1か？ 1マルか？
高校時代の思い出
我が心の鶴岡
庄内の自然と人に癒されて
ますます青春を謳歌しようではないか
月の光を見て
心のふるさと

写真／大山公園・下池から望む高館山　斎藤　潮（51年83回）

東京鶴翔同窓会・幹事名簿 平成23年4月1日 第41回東京鶴翔同窓会
実行委員会

実行委員長　栗本　浩　（41年73回）
副実行委員長　鎌田　喜子（31年63回）
副実行委員長　　嶋　勝平（41年73回）
副実行委員長　江部　信夫（51年83回）
アドバイザー　
　　　　　　　諏訪　浩　（31年63回）
　　　　　　　平田　宏　（31年63回）
会 報 部 会 
　 部 会 長　荒田　盈一（41年73回）
　　　　　　　中川　節子（41年73回）
　　　　　　　田中　晶子（41年73回）
　　　　　　　佐藤　巌　（41年73回）
　　　　　　　伊藤恵美子（41年73回）
　　　　　　　佐藤　雄喜（51年83回）
広 告 部 会 
　 　部 会 長　嶺田新太朗（41年73回）　　　　
　　　　　　　戸田　幸一（41年73回）
　　　　　　　中村　正彦（41年73回）
　　　　　　　古野　章三（41年73回）
　　　　　　　吉川　治雄（41年73回）
　　　　　　　吉田　隆一（41年73回）
　　　　　　　成澤　正幸（41年73回）
会 場 部 会
　 　部 会 長　五十嵐　丕（41年73回）
　　　　　　　橋本　暁　（41年73回）
　　　　　　　土井　静枝（41年73回）
　　　　　　　丸屋　好久（41年73回）　　　
　　　　　　　土田　利彦（41年73回）
　　　　　　　永井　憲雄（41年73回）
　　　　　　　小野寺光弥（41年73回）　
　　　　　　　渡邊　春信（51年83回）
　　　　　　　奥山　宏子（51年83回）
　　　　　　　中西　庸　（51年83回）
　　　　　　　斎藤　匠　（61年93回）
　　　　　　　興津　修　（61年93回）　　　
事　  務　  局　
　　 局　　長　平山　静夫（41年73回）
           経      理 　丸山　治　（41年73回）

無
理
を
承
知
で
聞
い
て
く
れ
た「
佐
藤
成
生
さ
ん
」

が
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
第
一
線
を
退
か
れ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
た
め
、「
会
報
印
刷
は
業
者
の
選

定
か
ら
」
と
い
う
難
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
う
な
っ
た
ら
、
声
が
大
き
く
顔
が
広
い
Ａ
さ

ん
に
会
報
部
会
長
を
お
願
い
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
83
回
生
の
中
に
は
、
プ
ロ
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
Ｓ
さ
ん
と
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
Ｗ
さ
ん

が
い
た
の
で
す
。
ま
さ
に
「
天
佑
」
で
す
。
そ
れ

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
顔
負
け
の
歌
姫

Ｋ
さ
ん
も
い
た
の
で
す
。
す
か
さ
ず
、
満
場
一
致

で
エ
ン
タ
テ
ィ
ナ
ー
に
、
す
い
せ
ん
し
ま
し
た
。

　

他
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
母
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ

た
、
お
二
方
に
、
40
年
余
り
を
経
て
、
再
度
、
ご

登
壇
を
い
た
だ
く
こ
と
が
か
な
い
ま
し
た
。
写
真

家
の
高
山
文
夫
先
生
と
校
歌
舞
の
三
井
照
代
（
旧

姓
・
吉
続
）
先
生
で
す
。
懐
か
し
い
先
生
と
の
再

会
は
、
あ
の
時
の
「
心
の
響
き　

ふ
る
さ
と
の
し

ら
べ
」
を
ゆ
っ
た
り
と
奏
で
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

73
回
生
の
新
村
紀
子
様
、
齋
藤
久
様
、
菅
原
一

夫
様
よ
り
、
お
志
と
し
て
、
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

悲
し
い
お
知
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。12
月
に
、桜

井
元
会
長
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
役

員
で
あ
る
と
同
時
に
今
回
の
当
番
幹
事
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。
桜
井
さ
ん
の
「
総
会
は
お
祭
り
。
に

ぎ
や
か
に
、楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。」
の
お
言
葉

を
守
り
つ
つ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
に
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

東
北
地
方
に
は
多
く
の
同
窓
生
・
ご
家
族
の
皆
さ

ま
が
在
住
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
方
の
お
見
舞
い
と
同
時
に
、
お
互
い
に
無

事
で
再
会
で
き
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

                         （
事
務
局
長
・
平
山
静
夫
記
）

　

実
行
委
員
会
発
足
前
、
気
に
な

る
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

同
窓
会
の
生
き
字
引
で
も
あ
り
、

そ
し
て
、
会
報
印
刷
に
つ
い
て
は
、
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被災地に穏やかな日々が一日も早く戻るようお祈りします。
このような時だからこそ、

ふるさと庄内、東北、日本の明日について語り合いましょう。
皆様のご出席を心よりお待ちしております。

会　長　菅　　徹　（37年69回）
副会長　梅津　準士（45年77回）
　〃　　杉山　恵子（45年77回）
　〃　　大泉　正　（53年85回）
顧　問　田中　浩　（9年42回）
　〃　　中村　信雄（18年51回）
　〃　　佐藤　成生（27年59回）
　〃　　渡部　洋　（36年68回）
　〃　　太田　良弘（38年70回）
会計監事　村田　敏　（45年77回）
　〃　　秋場　守　（53年85回）
事務局長　小林　啓二（38年70回）
事務局次長　長江　和子（38年70回）
年度幹事　高橋　敬道（9年42回）
　〃　　渡會　春雄（15年48回）
　〃　　斎藤　弘義（17年50回）
　〃　　青柳　恵一（18年51回）
　〃　　菅原　隆輔（19年52回）
　〃　　成田　辰美（20年53回）
　〃　　佐藤　良三（21年54回）
　〃　　渡部　敏雄（21年54回）
　〃　　丸谷　錦吾（25年57回）
　〃　　窪田　騰　（26年58回）
　〃　　佐藤　成生（27年59回）
　〃　　茂木　勲　（28年60回）
　〃　　早坂　勉　（28年60回）
　〃　　大澤　弘之（29年61回）
　〃　　相馬　和彦（29年61回）
　〃　　菊地　晴　（29年61回）
　〃　　奥田　文夫（30年62回）

　〃　　高橋　徹　（30年62回）
　〃　　鎌田　喜子（31年63回）
　〃　　平田　宏　（31年63回）
　〃　　渡部　賢一（32年64回）
　〃　　加藤　有紘（33年65回）
　〃　　大川　政紀（34年66回）
　〃　　板垣　正明（34年66回）
　〃　　安野　正紀（34年66回）
　〃　　富樫　秀　（35年67回）
　〃　　加賀山忠男（35年67回）
　〃　　本間　敬士（36年68回）
　〃　　佐藤清四郎（36年68回）
　〃　　櫻井　孝子（36年定32）
　〃　　工藤　雅子（37年69回）
　〃　　佐藤　和敏（37年69回）
　〃　　尾形　文子（38年70回）
　〃　　芳賀　俊郎（38年70回）
　〃　　相馬　省記（39年71回）
　〃　　佐藤　祐一（39年71回）
　〃　　山田　悟　（39年71回）
　〃　　齋藤　豊三（40年72回）
　〃　　小鷹　光雄（40年72回）
　〃　　兼子　久　（40年72回）
　〃　　　嶋　勝平（41年73回）
　〃　　平山　静夫（41年73回）
　〃　　坂田　敬一（42年74回）
　〃　　青島　時子（42年74回）
　〃　　岡部　次樹（43年75回）
　〃　　菅野　京子（43年75回）
　〃　　梅津　千里（43年75回）

　〃　　星野　茂　（44年76回）
　〃　　伊藤　豊　（45年77回）
　〃　　小林　桂子（46年78回）
　〃　　野間　耕治（46年78回）
　〃　　川畑　一郎（47年79回）
　〃　　井ノ口明子 （48年80回）
　〃　　渡部　幹　（48年80回）
　〃　　王　　金城 （49年81回）
　〃　　石川　康博（49年81回）
　〃　　鈴木　亮　（49年81回）
　〃　　林　　みき（50年82回）
　〃　　今野　りつ（50年82回）
　〃　　江部　信夫（51年83回）
　〃　　仁平　則行（53年85回）
　〃　　河野　晃　（53年85回）
　〃　　小池　悟　（54年86回）
　〃　　石川　透　（55年87回）
　〃　　小池　一史（55年87回）
　〃　　遠藤　高志（56年88回）
　〃　　山村　文雄（56年88回）
　〃　　関口　太郎（57年89回）
　〃　　百瀬　義徳（57年89回）
　〃　　岡本　あい（57年89回）
　〃　　渡部　英一（57年89回）
　〃　　大高和加子（58年90回）
　〃　　長沢　重喜（58年90回）
　〃　　村山　聡　（H1年96回）



同
窓
会
は
文
化
で
す

　

第
41
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
総
会
が
、

本
年
は
73
、
83
、
93
回
卒
業
同
窓
生
を

中
心
に
「
心
の
響
き
、
ふ
る
さ
と
の
し

ら
べ 　

語
ろ
う
青
春
と
庄
内　

」
の
テ

ー
マ
の
元
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
に
心
よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
菅
会
長
を
始
め
皆
様
か
ら
の
鶴

翔
同
窓
会
へ
の
日
頃
の
ご
理
解
と
ご
支

援
に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
が
故
郷
を
離
れ
、
新
た
な
地
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
の

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。
皆
様
は
困

難
や
悲
哀
に
直
面
し
そ
の
対
応
に
窮
す

る
時
、
き
っ
と
想
い
だ
す
の
は
故
郷
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
様
に
は
故

郷
の
土
地
と
血
が
通
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
鶴
岡
も
今
は
大
き
な
変
貌

を
と
げ
、
昔
の
面
影
は
少
な
く
な
っ
て

来
て
お
り
ま
す
が
、
母
校
や
故
郷
に
感

謝
を
込
め
て
集
う
こ
と
は
誠
に
意
義
深

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
「
故
郷
は
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も
の
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
生

の
皆
様
に
は
遠
く
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

是
非
鶴
岡
に
も
足
を
運
ば
れ
本
部
同
窓

会
に
も
喝
を
い
れ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
鶴
翔
同
窓
会
は
歴
史
と
伝
統
を
尊

ぶ
と
共
に
、
新
た
な
時
代
の
変
革
に
挑

戦
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
織
は

新
し
い
力
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば
衰
退
し

て
し
ま
い
ま
す
。
今
こ
そ
若
い
活
力
を

同
窓
会
に
限
ら
ず
社
会
も
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に
語
り
あ
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
母
校
の
発
展
の
た
め
に

も
、
東
京
鶴
翔
同
窓
生
の
皆
様
に
は
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
て
お
祝
い

の
言
葉
と
し
ま
す
。

東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
会
長

菅
　
徹

故
　
郷

鶴
翔
同
窓
会
　
会
長

石
黒
　
慶
一

（
昭
和
37
年
69
回
卒
）

（
昭
和
35
年
67
回
卒
）

　

昨
年
の
総
会
を
も
っ
て
、
渡
部
前
会

長
よ
り
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
半
年
後
、
わ
が
同
窓
会
を
今
日

の
隆
盛
に
導
か
れ
た
桜
井
文
子
元
会
長

が
逝
去
さ
れ
、
大
変
な
衝
撃
で
あ
り
大

き
な
悲
し
み
で
あ
り
ま
す
。
改
め
ま
し

て
多
大
な
ご
功
績
に
感
謝
し
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
今
日
本
に
は
「
無
縁
社
会
」「
孤

族
」
な
ど
歓
迎
さ
れ
ざ
る
言
葉
が
溢
れ
、

人
々
を
個
々
に
切
り
離
す
社
会
病
理
が

強
調
さ
れ
、
穏
や
か
に
結
束
し
て
き
た

日
本
社
会
が
崩
壊
す
る
か
の
よ
う
な
気

分
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
間
や
地
域
社
会
に
生
死
さ
え
無

関
心
に
放
置
さ
れ
た
大
勢
の
人
々
が
い

た
実
態
は
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

か
つ
て
同
窓
会
と
い
え
ば
、
先
輩
後

輩
が
一
堂
に
会
し
て
郷
里
を
懐
か
し
み
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
、
と
い
う
良
き

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

更
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
時
代
に
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

人
々
を
つ
な
ぐ
糸
が
寸
断
さ
れ
つ
つ

あ
る
今
日
、
同
窓
会
は
ま
こ
と
に
貴
重

な
要
素
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
い
、

い
わ
ば
無
形
文
化
財
で
す
。
首
都
圏
に
、

庄
内
弁
と
い
う
非
日
本
語
（
現
代
日
本

語
は
江
戸
弁
で
す
）
を
解
し
、
郷
土
料

理
の
味
を
記
憶
し
、
母
校
を
共
に
す
る

四
千
人
近
い
同
窓
生
が
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
も
は
や
一
大
文
化
で
あ
り
、

豊
か
な
「
つ
な
ぎ
」
と
し
て
、
絶
滅
危

惧
種
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
人
間
は

孤
族
で
は
存
在
し
え
ず
、
友
は
多
い
ほ

う
が
よ
り
楽
し
く
、
豊
か
な
気
分
に
な

れ
る
の
で
す
。

　

ま
さ
に
今
総
会
の
テ
ー
マ
「
心
の
響

き
、
ふ
る
さ
と
の
し
ら
べ
」
を
皆
で
、

太
い
糸
で
紡
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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鶴
岡
市
長

鶴
岡
南
高
等
学
校
校
長

榎
本
　
政
規
（
昭
和
43
年
75
回
卒
）

田
中
　
芳
昭
（
昭
和
46
年
78
回
卒
）

思
い
出
の
「
響
き
」

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
、
ふ
る
さ
と
鶴
岡
へ
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１０
月
に
実
施
さ
れ
た
国

勢
調
査
（
速
報
）
に
よ
り
ま
す
と
、
庄

内
の
人
口
は
５
年
前
の
前
回
調
査
（
平

成
１７
年
）に
比
べ
て
５
，
３
２
２
人
、５

％
近
く
減
少
し
２９
万
４
，
１
７
１
人
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
鶴
岡
市
も
、
平

成
１７
年
に
１４
万
２
，
３
８
４
人
い
た
人

口
は
１３
万
６
，
６
２
７
人
と
な
り
、
５
，

７
５
７
人
、
約
４
％
減
少
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
定
住
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
に
は
、
地
域
の
魅
力
を
高

め
る
不
断
の
努
力
が
必
要
と
痛
感
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
観
光
で
人
と
人

が
つ
な
が
り
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ

と
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
幸
い

昨
年
度
は
鶴
岡
信
用
金
庫
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
秋
に
は
埼
玉
縣
信
用
金
庫
、

こ
の
冬
に
は
同
じ
埼
玉
県
の
飯
能
信
用

金
庫
の
お
客
様
、
あ
わ
せ
て
７
，
０
０

０
人
が
観
光
で
鶴
岡
に
お
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

一
方
、
空
路
で
は
、
こ
れ
ま
で
羽
田

と
庄
内
、
往
復
４
便
で
あ
っ
た
も
の
が
、

期
間
限
定
な
が
ら
今
年
の
３
月
２７
日
〜

５
月
３１
日
、
そ
し
て
１０
月
は
１
便
増
え

て
５
便
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
３
ケ
月

は
、
い
わ
ば
通
年
５
便
化
に
向
け
た
試

行
の
期
間
に
な
り
ま
す
。
藤
沢
周
平
記

念
館
の
開
館
や
庄
内
映
画
村
の
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
さ
ら
に

魅
力
が
増
し
た
ふ
る
さ
と
鶴
岡
。
ぜ
ひ

東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
も
通
年

５
便
化
に
向
け
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
て
、
ふ
る
さ
と
鶴
岡

の
近
況
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

近
況
報
告

「
ふ
る
さ
と
鶴
岡
の
今
」

　

放
課
後
、
校
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て

い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
音
が
「
響
い
」

て
く
る
。
教
室
で
の
笑
い
声
、
野
球
部

の
か
け
声
、
音
楽
部
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

吹
奏
楽
研
究
会
の
楽
器
の
音
色…

　

高
校
時
代
の
夏
の
合
宿
。
昼
寝
の
時

間
、
中
庭
で
練
習
す
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

の
音
に
、
最
初
の
内
は
「
う
る
さ
い　

眠
れ
な
い　

」
と
言
い
な
が
ら
も
、
い

つ
の
間
に
か
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
が

聞
こ
え
な
い
と
逆
に
「
今
日
は
ど
う
し

た
の
だ
ろ
う
？
」
と
気
に
な
っ
て
眠
れ

な
く
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
朝
は
朝
で
、

教
室
棟
か
ら
体
育
館
へ
の
渡
り
廊
下
に

丸
い
す
を
並
べ
て
太
鼓
代
わ
り
に
練
習

し
て
い
る
姿
を
見
て
「
オ
ー
ッ
、
運
動

部
よ
り
体
育
会
系　

」
な
ど
と
妙
に
感

心
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
吹
奏
楽
研
究
会
も
（
音
楽
部
は

言
う
に
及
ば
な
い
が
）
東
北
大
会
で
初

の
金
賞
受
賞
、
次
年
度
の
全
国
大
会
出

場
を
目
標
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。「
今

使
っ
て
い
る
楽
器
は
、『
べ
に
ば
な
国

体
』
の
た
め
に
平
成
三
年
に
誂
え
た
も

の
。
修
理
代
だ
け
で
年
間
二
百
万
円
以

上
か
か
っ
て
い
る
。
楽
器
が
代
わ
れ
ば
、

演
奏
も
一
皮
む
け
る
の
だ
が…

」
と
顧

問
の
教
師
は
さ
り
げ
な
く
校
長
に
お
ね

だ
り
し
て
く
る
。

　

一
学
年
五
学
級
規
模
で
、
音
楽
部
と

吹
奏
楽
部
（
鶴
南
は
な
ぜ
か「
研
究
会
」

と
呼
ぶ
）
両
方
と
も
東
北
大
会
常
連
、

全
国
大
会
出
場
を
う
か
が
う
学
校
は
そ

う
多
く
は
な
い
。
こ
れ
も
「
音
楽
の
ま

ち　

鶴
岡
」
の
伝
統
ゆ
え
か…

？
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小
鷹
　
光
雄

ふ
る
さ
と
の
縁

第
41
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
実
行
委
員
長

第
40
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
実
行
委
員
長

栗
本
　
浩

（
昭
和
40
年
72
回
卒
）

（
昭
和
41
年
73
回
卒
）

昨
年
の
同
窓
会

　

昨
年
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
た

め
に
、
昨
年
の
同
窓
会
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
40
周
年
と
い
う
節
目
に
当

た
る
年
で
、　

母
校
、
ふ
る
さ
と
、
み
ん

な
に　
あ
り
が
と
う　

を
テ
ー
マ
に
6

月
19
日
に
今
年
と
同
じ
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
梅
雨
時
に
も
か
か

わ
ら
ず
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

湯
田
川
神
楽
を
見
た
い
、
だ
だ
ち
ゃ
豆

が
食
べ
た
い
、
化
け
物
に
会
い
た
い
人

た
ち
２
６
５
名
が
集
ま
り
盛
大
な
会
と

な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
湯
田

川
温
泉
神
楽
保
存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ

る｢

湯
田
川
神
楽｣

が
演
じ
ら
れ
、
滑
稽

な
仕
草
の　

ひ
ょ
っ
と
こ　

と
獅
子
の

か
ら
み
あ
い
が
見
事
な
も
の
で
、
会
場

内
で
お
ひ
ね
り
が
飛
び
交
う
ほ
ど
で
し

た
。
ま
た
、
編
み
笠
姿
の
化
け
物
が
会

場
内
を
回
り
お
酌
の
も
て
な
し
を
し
た

り
、　
Ｊ
Ａ
鶴
岡
か
ら
提
供
頂
い
た　

だ

だ
ち
ゃ
豆　

と　

玉
こ
ん
に
ゃ
く　

を

つ
ま
み
に
、
　

庄
内
の
銘
酒
を
酌
み
交
わ

し
た
り
、銀
座
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
出
店

業
者
さ
ん
か
ら
提
供
頂
い
た
物
産
品
の

抽
選
会
が
あ
っ
た
り
と
、
ふ
る
さ
と
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
、皆
様
か
ら
、
楽
し
か
っ
た　
　
ま

た
来
年
会
お
う
ね　
　

あ
り
が
と
う　

の
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
の
二
次
会
に
も

91
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
夜
遅
く
ま

で
話
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

総
会
を
終
え
た
感
想
と
し
て
は
、
実

行
委
員
会
で
集
ま
っ
た
仲
間
と
毎
月
会

え
な
く
な
っ
た
寂
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は　

語
ろ
う
青
春
と
庄
内　

と

の
こ
と
な
の
で
、
多
く
の
先
輩
、
仲
間

達
と
再
会
し
、
語
り
あ
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

三
度
目
の
地
方
勤
務
で
広
島
に
単
身

赴
任
し
た
の
は
十
五
年
前
。
庄
内
弁
同

様
、
語
尾
に「
の
う
」が
つ
く
広
島
弁
に

も
大
分
慣
れ
た
頃
、
広
島
ロ
ー
タ
リ
ー

倶
楽
部
で
ス
ピ
ー
チ
を
頼
ま
れ
た
。
自

分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
関
係

の
あ
る
こ
と
を
と
思
い
、
そ
の
頃
亡
く

な
っ
た
庄
内
出
身
者
お
二
人
、
藤
沢
周

平
と
柏
戸
を
偲
ん
で
一
時
間
程
話
し
た
。

　
「
藤
沢
」は
奥
さ
ん
の
出
身
地
に
因
ん

だ
名
前
で
あ
る
こ
と
、
妻
の
甥
が
勤
務

し
て
い
た
湯
田
川
小
学
校
に
藤
沢
周
平

の
記
念
碑
が
出
来
て
間
も
な
い
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
た
。
海
坂
と
庄
内
、
内
川
、

三
雪
橋
、
大
督
寺
、
龍
覚
寺
な
ど
実
在

の
地
名
と
小
説
の
場
面
に
も
触
れ
た
。

　

柏
戸
に
つ
い
て
は
、
私
の
父
の
友
人

が
入
門
の
世
話
を
し
た
こ
と
、
三
段
目

時
代
の
大
山
で
の
稽
古
、
親
方
に
な
っ

て
か
ら
も
国
技
館
に
訪
ね
て
行
く
と
気

軽
に
会
っ
て
く
れ
て
弟
子
の
調
子
を
話

し
た
り
、
幼
か
っ
た
私
の
娘
を
抱
き
上

げ
て
一
緒
に
写
真
に
納
ま
っ
た
り
な
ど
、

彼
の
人
柄
を
偲
ば
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
十
年
後
、
今
の
職
場
で

新
規
入
居
の
会
社
に
挨
拶
に
訪
問
し
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
の
総
務
部
長
が
庄
内

（
余
目
）
出
身
だ
っ
た
。中
学
の
ク
ラ
ブ

で
最
上
川
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
こ
と
な
ど

話
す
う
ち
、
す
っ
か
り
意
気
投
合
し
親

し
く
な
っ
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
縁
」
に
感
謝
し
、こ
れ

か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　

第
四
十
一
回
東
京
鶴
翔
同
窓
会
総
会

へ
向
け
て
、
時
空
を
超
え
た
「
心
の
響

き
、ふ
る
さ
と
の
し
ら
べ
」を
感
じ
あ
い
、

奏
で
合
う
楽
し
い
場
を
創
り
出
す
た
め

に
実
行
委
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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私
共
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
卒
業

だ
か
ら
、
既
に
六
十
六
年
も
経
過
し
た

こ
と
に
な
る
。
入
学
か
ら
繰
り
上
げ
卒

業
ま
で
の
四
年
間
を
想
い
浮
か
べ
る
と
、

正
に
奇
異
の
連
続
で
、
同
窓
生
の
ど
の

学
年
も
遭
遇
は
な
く
、
体
験
も
な
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
東
京
は
原
宿
で
、
ク
ラ
ス
の

会
の
「
ば
ん
け
東
京
会
」
を
行
い
、
出

席
は
八
名
だ
っ
た
が
、
卒
業
式
に
出
席

出
来
た
の
は
、
た
っ
た
の
一
人
だ
っ
た
。

入
学
し
た
時
の
同
級
生
は
一
五
〇
名
だ

っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
十
六
年
十
二
月

に
は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
始
ま
る
太
平
洋

戦
争
が
勃
発
し
、
同
級
生
の
中
か
ら
は
、

幼
年
学
校
に
入
学
し
た
り
、
予
科
練
や

幹
部
訓
練
所
に
入
隊
し
た
り
、
四
年
生

に
な
る
と
海
軍
将
校
を
育
て
る
海
軍
兵

学
校
や
諸
々
の
軍
事
学
校
に
入
学
し
た

り
し
て
、
卒
業
式
に
参
加
出
来
た
の
は

百
名
を
割
っ
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
入
学
し
た
年
の
二
年
前
に
は
、
学

校
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
入
学
し
た
頃

は
校
舎
は
未
完
成
で
、
絶
え
ず
教
室
替

え
が
あ
っ
た
。
特
に
屋
外
運
動
場
は
瓦

礫
の
山
で
、
そ
れ
を
グ
ラ
ン
ド
化
す
る

た
め
に
絶
え
ず
、
モ
ッ
コ
担
ぎ
に
駆
り

出
さ
れ
た
。
十
九
年
七
月
に
は
、
五
年

生
と
い
っ
し
ょ
に
群
馬
県
新
田
郡
太
田

町
に
あ
っ
た
中
島
飛
行
機
製
作
所
に
学

徒
動
員
に
な
り
、
当
時
最
新
鋭
戦
闘
機

と
云
わ
れ
た
飛
行
機
の
製
作
に
、
約
一

里
も
離
れ
た
宝
泉
寮
か
ら
徒
歩
で
通
い
、

し
か
も
米
よ
り
も
芋
や
野
菜
の
多
い
御

飯
を
主
食
と
し
て
頑
張
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
労
働
の
連
続
で
学
習
す

る
間
も
な
く
、
終
業
試
験
も
な
く
卒
業

さ
せ
ら
れ
た
学
年
だ
っ
た
が
、
東
大
に

も
数
名
入
学
し
た
し
、
世
の
た
め
人
の

た
め
に
大
活
躍
の
人
物
も
多
く
輩
出
し

た
。

学
業
よ
り
も
勤
労
が

多
か
っ
た
四
年
間

皆
川
　
健
行
（
昭
和
２０
年
５３
回
卒
）

　

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
１
９
４
１

年
４
月
、
鶴
岡
中
学（
現
南
高
校
）入
学

と
同
時
に
水
泳
部
に
入
っ
た
私
は
、
数

名
の
新
部
員
の
自
由
形
競
争
で
ビ
リ

だ
っ
た
の
で
、
背
泳
を
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
年
夏
、
鼠
ヶ
関
で
の
水
泳

部
合
宿
で
背
泳
コ
ー
チ
が
当
時
、
山
形

高
校
（
旧
制
）
の
学
生
で
あ
っ
た
三
浦

安
信
さ
ん
で
あ
っ
た
。
三
浦
さ
ん
は
、

が
っ
ち
り
し
た
体
躯
で
物
静
か
な
先
輩

で
あ
っ
た
。
ジ
ク
（
能
）
が
な
い
私
に

「
昌
夫
君
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
の―

」
と

言
っ
て
、
何
回
か
ご
自
分
で
模
範
を
示

し
て
く
れ
た
。
三
浦
さ
ん
の
指
導
は
、

可
愛
い
い
弟
に
兄
が
教
え
る
よ
う
に
や

さ
し
く
、
水
泳
部
の
落
ち
こ
ぼ
れ
だ
っ

た
私
に
と
っ
て
、
忘
れ
え
ぬ
人
と
な
っ

た
。

　

三
浦
安
信
夫
人
は
、「
現
代
詩
の
長

女
」
と
呼
ば
れ
る
詩
人
、
茨
木
の
り
子

（
２
０
０
６
年
に
７９
歳
で
死
去
）さ
ん
で

あ
る
。
肝
臓
ガ
ン
で
１
９
７
５
年
、
５６

歳
で
他
界
さ
れ
た
最
愛
の
夫
、
安
信
さ

ん
の
想
い
を
綴
っ
た
茨
木
の
り
子
詩
集

『
歳
月
』
の
一
編

　

パ
ン
ツ
一
枚
で

　

う
ろ
う
ろ
し
た
っ
て

　

品
の
あ
る
ひ
と
は
い
る
も
の
で
、

　

暮
ら
し
を
共
に
し
た
果
て
に

　

相
棒
に
そ
う
思
わ
せ
る
の
は

　

至
難
の
わ
ざ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
に…

　
　
　
　

（〈
パ
ン
ツ
一
枚
で
〉
よ
り
）

を
読
ん
で
私
は
、
鼠
ヶ
関
で
の
水
泳
パ

ン
ツ
姿
の
安
信
さ
ん
を
偲
ん
だ
。

　

三
浦
安
信
・
茨
木
の
り
子
夫
妻
は
、

私
の
実
家（
加
茂
）の
す
ぐ
上
の
、
日
本

海
を
眺
望
す
る
高
台
に
あ
る
三
浦
家
の

菩
提
寺
、
浄
禅
寺
で
眠
っ
て
お
ら
れ
る
。

忘
れ
え
ぬ
人 

三
浦
安
信
さ
ん

尾
形
　
昌
夫
（
昭
和
２０
年
５３
回
卒
）
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鎌
田
　
喜
子
（
昭
和
31
年
63
回
卒
）

　

荘
内
日
報
に
樋
渡
浩
さ
ん
や
中
里
欣

一
氏
の
筆
に
よ
る
庄
内
弁
に
つ
い
て
の

連
載
を
興
味
深
く
読
ん
で
い
る
。
お
二

方
の
文
に
い
つ
も
う
な
づ
き
、
納
得
し

懐
か
し
ん
で
い
る
自
分
が
い
る
。
語
源

を
知
り
、
表
記
す
る
と
味
わ
い
が
異
な

り
、
話
し
こ
と
ば
の
抑
揚
が
殊
に
私
に

と
っ
て
は
、
ふ
る
さ
と
庄
内
そ
の
も
の

で
あ
る
。

　

幼
い
頃
、
聞
い
て
い
た
祖
母
達
の
話

こ
と
ば
、
城
下
町
鶴
岡
な
ら
で
は
の
士

族
こ
と
ば
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
久
し

い
。
今
の
中
高
生
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
ま

ま
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思

わ
れ
る
。

　

今
年
の
冬
、
鶴
岡
は
豪
雪
に
見
舞
わ

れ
、除
雪
作
業
の
映
像
に
思
わ
ず
「
お
ゝ

ご
ぐ
ろ
だ
ご
と
」
Ｔ
Ｖ
に
向
か
っ
て
口

走
る
。
雪
ど
け
の
屋
根
か
ら
落
ち
る
雫

に
「
や
ば
ち　

」
と
叫
ぶ
。
感
覚
的
に

こ
れ
程
適
切
な
表
現
は
な
く
、
標
準
語

に
訳
し
よ
う
の
な
い
庄
内
弁
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル
ケ
ッ
チ

ャ
ー
ノ
」や
美
容
室
「
ジ
ョ
ナ
メ
ー
ル
」

山
形
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
サ
ン
ダ

ン
デ
ロ
」
な
ど
は
い
か
が
に
響
く
で

ょ
う
か
。

　

６
月
25
日
（
土
）
に
い
つ
も
の
海
運

ク
ラ
ブ
に
青
春
と
庄
内
を
ふ
る
さ
と
の

し
ら
べ
で
語
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
達
63
回
の
卒
業
者
は
、
今
年
で
卒

業
55
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。
初
の

女
性
会
長
と
し
て
東
京
鶴
翔
同
窓
会
に

ご
尽
力
頂
い
た
桜
井
文
子
さ
ん
は
63
回

卒
の
誇
れ
る
同
期
生
で
し
た
。
も
う
会

え
な
く
な
っ
て
、
青
春
と
庄
内
を
語
る

人
が
又
一
人
減
っ
た
。
さ
び
し
い
こ
と

こ
の
上
な
い
思
い
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
の
調
べ
は
庄
内
弁

平
田
　
宏
（
昭
和
31
年
63
回
卒
）

も
っ
と
外
に
縦
パ
ス
を

　

サ
ッ
カ
ー
・
ア
ジ
ア
・
カ
ッ
プ
は
、
素

晴
ら
し
い
戦
い
で
し
た
。決
勝
戦
、長
友

が
サ
イ
ド
を
駆
け
上
が
る
、
遠
藤
が
ラ

イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
に
縦
パ
ス
、
敵
の
背
後

に
李…

、
韓
国
戦
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ

ノ
ン
ペ
ン
で
、
豪
州
戦
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
興
奮
し
ま

し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
今
、
ポ
ル
ポ
ト

の
悪
夢
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
懸
命
で

す
。メ
コ
ン
川
の
支
流
、ト
ン
レ
サ
ッ
プ

に
架
か
る
橋（
日
本
の
援
助
で
完
成
）を

朝
暗
い
う
ち
か
ら
ホ
ン
ダ
の
バ
イ
ク
が

我
先
に
と
渡
り
、
建
設
資
材
を
山
積
み

し
た
船
が
上
り
下
り
し
て
ゆ
き
ま
す
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
援
で

出
来
た
「
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

学
生
が
三
十
四
度
の
暑
さ
を
ガ
ジ
ュ
マ

ル
の
巨
木
の
陰
に
避
け
て
日
本
や
フ
ラ

ン
ス
の
資
料
を
検
索
し
て
い
ま
し
た
。

同
郷
の
方
々
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ハ

ノ
イ
で
三
千
人
の
会
社
を
経
営
す
る
鶴

翔
同
窓
会
の
Ｏ
さ
ん
、
六
十
歳
を
超
え

な
が
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
海
外
援
助
に
働

く
如
松
会
の
Ｓ
さ
ん
な
ど
、
頼
も
し
い

鶴
岡
人
が
い
ま
し
た
。
ま
た
地
雷
原
を

綿
や
黒
胡
椒
の
畑
に
変
え
た
り
遺
跡
保

存
に
活
躍
す
る
多
く
の
若
い
日
本
人
に

も
逢
い
ま
し
た
。
翻
っ
て
、
母
校
を
取

り
巻
く
空
気
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　「　
国
公
立
大
学
、
有
名
私
立
大
学
に

○
○
名
入
学
し
、大
手
企
業
に…

」な
ど

と
偏
差
値
的
進
路
情
報
を
毎
年
伺
い
ま

す
が
、
世
界
中
に
市
場
が
広
が
り
多
様

な
人
材
を
求
め
て
い
る
中
で
、
居
心
地

の
良
い
ゾ
ー
ン
で
安
全
第
一
の
横
パ
ス

や
縦
パ
ス
だ
け
で
は
、
激
動
の
決
勝
戦

に
は
勝
ち
残
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
「
今

年
は
、
北
京
、ハ
ー
バ
ー
ド
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
大
学
に
も
進
学
し
ま
し
た
」
と
か

「
バ
ン
コ
ク
鶴
翔
同
窓
会
が
誕
生
し
ま
し

た
」
と
か
言
う
よ
う
な
元
気
な
話
を
聞

き
た
い
も
の
だ
と
、
天
邪
鬼
的
老
ド
ン

キ
ホ
ー
テ
は
妄
想
し
て
い
ま
す
。

[6]

し

　

第
七
代
東
京
鶴
翔
同
窓
会
長　

桜
井

文
子
さ
ん
が
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
膵

臓
癌
の
た
め
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
享
年
七
十
五
歳
。
余
り
に
も
早
す

ぎ
る
お
別
れ
で
し
た
。

　

桜
井
さ
ん
は
母
校
へ
の
熱
い
思
い
を

持
ち
な
が
ら
同
窓
会
活
動
に
早
く
か
ら

参
加
さ
れ
、
最
後
ま
で
同
窓
会
を
思
い

愛
し
続
け
た
一
生
で
し
た
。

　

平
成
十
年
六
月
二
十
日
の
二
十
九
回

総
会
で
女
性
初
の
会
長
に
選
出
さ
れ
、

以
来
四
期
八
年
会
長
と
し
て
、
そ
の
後

も
顧
問
と
し
て
東
京
同
窓
会
と
母
校
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
荘
内
銀
行
東
京
支
店
勤
務
の
同

窓
に
依
存
し
て
い
た
会
計
事
務
を
役
員

会
・
事
務
局
内
に
取
り
込
み
自
主
運
営

体
制
に
改
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
広

告
協
賛
金
や
会
費
等
の
二
重
請
求
と
い

う
失
態
は
殆
ど
解
消
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
総
会
実
行
委
員
会
の
引
継
会
を
会
長

主
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
改
め
、
以
後

毎
月
の
定
例
委
員
会
に
は
役
員
・
事
務

局
も
出
席
し
実
行
委
員
会
と
連
携
し
て

準
備
に
当
た
る
現
在
の
ス
タ
イ
ル
を
確

立
さ
れ
ま
し
た
。
顧
問
と
な
ら
れ
て
か

ら
も
実
行
委
員
会
に
毎
回
出
席
し
て
助

言
さ
れ
、
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
結

束
が
強
ま
る
実
行
委
員
会
の
姿
を
心
か

ら
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

桜
井
さ
ん
の
明
る
さ
と
面
倒
見
の
良

さ
は
特
に
後
輩
に
慕
わ
れ
、
そ
の
周
り

は
い
つ
も
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、歳
末
に

行
わ
れ
た
お
葬
式
に
は
通
夜
と
告
別
式

と
も
大
勢
の
同
窓
や
ふ
る
さ
と
会
の
皆

さ
ん
が
参
列
し
、
桜
井
さ
ん
と
の
別
れ

を
い
つ
ま
で
も
惜
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

桜
井
文
子
さ
ん
の

早
す
ぎ
る
死
を
悼
み
ま
す

東
京
鶴
翔
同
窓
会
　
前
会
長

渡
部
　
洋
（
昭
和
36
年
68
回
卒
）

（
昭
和
31
年
63
回
卒
）

御
橋
　
廣
眞

親
に
ケ
イ
タ
イ
を
贈
り
、

子
の
笑
顔
を
送
る

　

夜
半
に
車
の
フ
ロ
ン
ト
に
う
っ
す
ら

と
積
も
っ
た
雪
を
払
っ
て
か
ら
、
庄
内

空
港
か
ら
飛
ん
だ
羽
田
、
改
装
の
終
わ

　

た
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
歩
い
て
い
る
だ
け

で
汗
ば
む
ほ
ど
の
暖
か
さ
。
近
く
の
ト

イ
レ
に
駆
け
込
み
シ
ャ
ツ
を
一
枚
脱
い

で
バ
ッ
グ
に
押
し
込
ん
だ
。
久
し
ぶ
り

の
東
京
の
青
空
は
、
や
け
に
ま
ぶ
し
く

眼
が
痛
い
。
石
の
上
に
も
三
年
の
故
事

に
倣
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
赤
川
を

越
え
て
羽
黒
町
の
柿
畑
に
囲
ま
れ
住
宅

団
地
の
一
角
に
三
年
住
ん
で
み
て
気
が

つ
い
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
ご
近
所
に

は
ケ
イ
タ
イ
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。「
そ
れ
が
ど
う
し
た
？
専
業

農
家
に
ケ
イ
タ
イ
は
不
要
だ
ろ
う
」
と

い
わ
れ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
東
京
鶴
翔
の

皆
さ
ん
に
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん
の

な
か
で
郷
里
に
住
ん
で
い
る
ご
自
分
の

親
御
さ
ん
が
、
も
し
ケ
イ
タ
イ
を
使
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
ら
、
是
非

ぜ
ひ
あ
な
た
か
ら
ケ
イ
タ
イ
を
一
台
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し

て
、
初
回
の
メ
ー
ル
に
は
、
必
ず
あ
な

た
の
笑
顔
を
ア
ッ
プ
に
し
て
添
付
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
個
人
情
報
に

干
渉
す
る
な…

な
ど
と
は
お
っ
し
ゃ
ら

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。（
生
意

気
な
も
の
言
い
に
な
り
ま
す
が
）、
遠

く
離
れ
て
い
る
わ
が
子
の
笑
顔
な
ど
見

た
く
な
い
と
い
う
親
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
特
に
庄
内
な
ら
、
こ
れ
は
人
間
の

法
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
も

し
相
当
の
ご
高
齢
な
ら
、
メ
ー
ル
カ
メ

ラ
の
使
い
方
も
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
雪
景

色
を
背
景
に
し
た
笑
顔
が
あ
な
た
の
お

手
元
に
届
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
と
き
年
取
っ
た
親
の
笑
顔
な
ど
見
た

く
な
い
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

[7]



阿
部
　
博
行
（
昭
和
41
年
73
回
卒
）

草
創
期
の
荘
内
中
学
校

小
杉
　
善
宏
（
昭
和
41
年
73
回
卒
）

感
　
慨

　
新
潟
市
に
住
ん
で
お
り
ま
す
が
リ
タ

イ
ア
後
時
間
の
余
裕
が
出
来
た
た
め
、

今
総
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
栗
本
君

と
旧
交
を
温
め
、
昨
年
の
四
〇
回
総
会

に
も
誘
わ
れ
そ
し
て
寄
稿
を
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
は
県
人
会
と
は
違
う
懐
か
し

さ
が
あ
り
ま
す
、
県
人
会
に
お
け
る
そ

れ
は
、
祖
父
母
や
父
や
母
、
兄
弟
な
ど

と
の
、
家
庭
も
含
ん
で
の
ふ
る
さ
と
の

懐
か
し
さ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
高

　
母
校
の
前
身
で
あ
る
荘
内
私
立
中
学

校
が
、
近
代
教
育
を
嫌
う
旧
藩
勢
力
の

妨
害
を
は
ね
の
け
開
校
し
た
の
は
、
一

八
八
八
年
七
月
一
日
で
あ
る
。
九
年
後

に
旧
七
ツ
倉
跡
の
現
在
地
に
移
転
し
、

一
九
〇
〇
年
四
月
、
県
立
荘
内
中
学
校

と
改
称
さ
れ
た
。
当
初
は
中
途
退
学
者

が
多
く
、
第
三
回
ま
で
の
卒
業
生
は
一

桁
で
あ
る
。

　
庄
内
一
円
か
ら
俊
秀
が
集
ま
り
、
有

為
な
人
材
を
輩
出
し
た
。
第
六
回
卒
の

三
淵
忠
彦
（
初
代
最
高
裁
判
所
長
官
）

は
、
後
日
母
校
か
ら
「
思
い
出
」
の
寄

稿
を
求
め
ら
れ
、
こ
の
最
高
の
中
学
で

日
本
第
一
の
教
育
を
受
け
た
こ
と
に
、

感
謝
し
き
れ
ぬ
気
持
ち
で
あ
る
と
述
懐

し
て
い
る
。

　
宮
本
和
吉
（
第
九
回
卒
）・
阿
部
次
郎

（
第
十
回
生
）・
伊
藤
吉
之
助
（
第
十
一

回
卒
）
は
各
帝
大
の
教
授
を
勤
め
、
庄

内
の
哲
学
三
羽
烏
と
称
さ
れ
た
。
伊
藤

と
同
期
の
小
倉
金
之
助
（
数
学
者
）
は
、

化
学
の
授
業
に
は
失
望
し
た
が
、
英
語

は
よ
い
教
師
が
そ
ろ
っ
て
い
た
と
回
顧

し
て
い
る
。
校
長
が
東
京
帝
大
の
夏
目

金
之
助
に
英
語
教
師
の
推
薦
を
依
頼
し

た
こ
と
が
、
漱
石
日
記
に
載
っ
て
い
る
。

　
第
十
二
回
卒
に
、
首
席
を
通
し
た
無

教
会
の
聖
書
学
者
・
黒
崎
幸
吉
と
右
翼

思
想
家
・
大
川
周
明
が
い
る
。
黒
崎
は

戦
時
中
迫
害
を
受
け
、
大
川
は
東
京
裁

判
で
戦
犯
に
な
り
、
対
照
的
な
人
生
を

た
ど
っ
た
。
陸
軍
中
将
・
石
原
莞
爾
は

第
十
五
回
生
で
あ
る
。

　
大
川
は
『
荘
内
風
土
記
』「
序
」
で
、

中
学
を
卒
業
し
、
熊
本
に
遊
学
し
た
時

の
気
持
ち
を
、「
檻
か
ら
解
放
さ
れ
た
る

野
獣
の
幸
福
を
感
じ
」
「
溌
刺
新
鮮
な

る
歓
喜
の
情
」
が
心
底
に
湧
き
上
が
っ

た
と
回
想
し
て
い
る
。
多
く
の
若
者
が

封
建
的
な
家
制
度
の
重
圧
と
闘
い
、
郷

関
を
出
た
の
で
あ
る
。

校
に
お
け
る
同
窓
会
は
「
自
分
と
は
何

か
・
自
分
は
何
を
し
た
い
の
か
・
自
分

は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」
と
い
う
自

分
探
し
の
時
代
を
、
と
も
に
共
通
の
手

形
を
得
て
過
ご
し
た
仲
間
意
識
で
す
。

　
一
昨
年
、
た
ま
た
ま
東
京
国
立
近
代

美
術
館
で
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
展
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
最
高
傑
作

と
言
わ
れ
て
い
る
「
我
々
は
ど
こ
か
ら

来
た
の
か
・
我
々
は
何
者
か
・
我
々
は

ど
こ
へ
行
く
の
か
」
と
い
う
作
品
に
、

そ
の
タ
イ
ト
ル
も
含
め
て
強
く
惹
か
れ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
主
張
す
る
と

こ
ろ
は
、
根
源
的
な
い
の
ち
の
叫
び
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
当
時
の

私
の
心
に
は
強
烈
に
響
き
ま
し
た
。

　
現
役
時
代
に
は
日
常
に
追
わ
れ
、
考

え
た
り
ふ
り
返
っ
た
り
す
る
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
、
同
じ
時
代

を
過
ご
し
た
仲
間
と
ふ
た
た
び
時
間
を

と
も
に
す
る
こ
と
で
、
当
時
と
は
違
っ

た
思
い
が
募
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
あ
ら
た
な
自
分
探
し
の

時
間
を
持
て
る
こ
と
を
喜
び
堪
能
し
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。
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坂
田
　
敬
一
（
昭
和
42
年
74
回
卒
）

白　

球

小
野
寺
光
弥
（
昭
和
41
年
73
回
卒
）

　

都
立
高
校
に
お
け
る
職
員
会
議
の
１

コ
マ
で
あ
る
。
私
は
①
を
１
マ
ル
と
読

み
説
明
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
当
然
②

は
２
マ
ル
で
す
。
会
議
が
終
了
し
た
と

こ
ろ
で
、
Y
先
生
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。

「
先
生
も
１
マ
ル
だ
よ
ね
。や
っ
ぱ
り
鶴

岡
だ
！
」「
ハ
ァ
〜
？
」
こ
れ
ま
で
に

Y
先
生
は
生
徒
達
か
ら
厳
し
く
指
摘
さ

れ
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
し
た
。
恥
ず

か
し
な
が
ら
、私
は
そ
こ
で
明
確
に「
マ

ル
１
」
と
認
識
し
ま
し
た
。
Y
先
生
は

鶴
南
の
後
輩
で
す
。
昨
年
、
同
じ
読
み

　

高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

題
材
に
し
た
「
も
し
ド
ラ
」
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
私
に
は
ド
ラ

ッ
カ
ー
な
ら
ぬ
、
野
球
ド
ラ
マ
の
「
も

し
ド
ラ
」
が
あ
る
。
「
も
し
あ
の
時
勝

っ
て
い
た
な
ら
」…

　

あ
の
時
と
は
、
昭
和
三
十
九
年
秋
、

「
全
国
高
校
野
球
東
北
大
会
」
準
決
勝

戦
の
時
。
相
手
は
実
力
No.
１
の
秋
田
高

校
。
も
し
こ
の
試
合
に
勝
て
ば
甲
子
園

へ
の
夢
は
大
き
く
膨
ら
む
。
当
時
、
選

抜
出
場
枠
は
、
北
海
道
・
東
北
で
３
校
、

内
２
校
は
常
に
北
海
道
勢
の
指
定
席
で
、

東
北
勢
は
こ
の
大
会
で
優
勝
し
な
い
限

り
甲
子
園
へ
の
道
は
拓
か
れ
な
い
時
代

で
あ
っ
た
。
常
に
三
回
戦
ボ
ー
イ
の
我

野
球
部
は
誰
も
が
予
想
し
得
な
い
圧
倒

的
な
強
さ
で
勝
ち
進
み
、
県
大
会
で
優

勝
、
東
北
大
会
初
戦
も
突
破
し
、
実
力

を
遥
か
に
超
え
た
快
進
撃
が
続
い
た
。

こ
れ
は
き
っ
と
、
先
人
達
の
流
し
た
汗

と
涙
に
、
勝
利
の
女
神
が
く
れ
た
御
褒

美
で
あ
ろ
う
。
い
み
じ
く
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
の
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
勝
因

は
？
」
と
聞
か
れ
た
小
池
監
督
は
、
口

に
手
を
当
て
な
が
ら
「
ん
で
す
の
ー
、

つ
い
で
ま
し
た
の
ー
」
と
。
こ
の
一
言

が
全
て
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

い
よ
い
よ
運
命
の
一
戦
、
敵
は
部
員

百
名
を
擁
す
る
実
力
部
隊
、
一
方
は
、

総
勢
十
三
名
の
特
攻
隊
、
こ
れ
に
は
さ

す
が
の
女
神
も
サ
ジ
を
投
げ
、
善
戦
む

な
し
く
二
対
五
で
敗
れ
た
。
私
の
「
も

し
ド
ラ
」
は
終
わ
っ
た
。

　

以
来
、
勝
利
の
女
神
は
四
十
六
年
間

も
我
が
校
に
は
、
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
ま

ま
で
あ
る
。

　

硬
式
球
に
は
、
百
八
の
縫
い
目
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
長
い
年
月
を
経
て
色
褪

せ
た
記
念
の
白
球
は
、
未
だ
に
煩
悩
を

断
ち
切
れ
ず
、
私
の
部
屋
の
片
隅
で

「
早
く
甲
子
園
に
連
れ
て
行
っ
て
」
と

叫
ん
で
い
る
。

方
を
す
る
人
が
い
ま
し
た
。
聞
く
と
、

山
形
大
学
で
教
壇
に
立
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
何
か
こ
れ
に
は
地
域
性
が
あ
る

の
か
？
そ
れ
と
も
偶
然
な
の
か
考
え
ま

し
た
が
結
論
は
出
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

何
か
つ
な
が
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

山
形
、
庄
内
、
鶴
岡
と
い
う
言
葉
の

響
き
は
実
に
心
地
よ
い
も
の
で
す
。
今

年
の
テ
ー
マ
が
「
心
の
響
き
、
ふ
る
さ

と
の
し
ら
べ
」
で
す
。
鶴
岡
南
高
校
に

籍
が
あ
っ
た
だ
け
で
毎
年
こ
の
時
期
に
、

庄
内
弁
で
昔
な
つ
か
し
い
共
通
の
話
題

が
飛
び
交
う
東
京
鶴
翔
同
窓
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
、
10
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
海
運
会
館
に

来
た
時
は
先
輩
方
の
元
気
な
姿
に
圧
倒

さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
会
を
重
ね
る

ご
と
に
先
輩
方
だ
け
で
な
く
、
後
輩
も

増
え
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年

は
74
期
が
担
当
に
な
り
ま
す
。
是
非
、

同
期
生
は
勇
気
を
も
っ
て
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
来
年
の
た
め
に
、

今
年
の
会
に
足
を
運
ん
で
、
「
語
ろ
う

青
春
と
庄
内
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、　
過

去
・
現
在
・
未
来
に
つ
い
て
語
り
ま
せ

ん
か
。
絶
対
、
青
春
と
庄
内
を
語
る
に

つ
れ
て
、
心
の
、
気
持
ち
の
鎧
が
溶
け
、

素
晴
ら
し
い
響
き
を
放
っ
て
く
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
１
か
？ 

１
マ
ル
か
？
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我
が
心
の
鶴
岡

高
校
時
代
の
思
い
出

田
辺
　
礼
士
（
昭
和
51
年
83
回
卒
）

（
昭
和
51
年
83
回
卒
）

斎
藤
　
晋

　

東
京
鶴
翔
同
窓
会
の
会
報
な
の
で
す

が
、
私
は
現
在
、
静
岡
市
の
清
水
に
住

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
同
級
生
の
半
強

制
的
な
依
頼
に
屈
し
て
、
清
水
か
ら
拙

い
文
を
寄
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
、
３
年
間
水
泳
部
で
し

た
。
毎
年
、
夏
合
宿
が
あ
り
ま
し
た
が
、

１
年
生
の
合
宿
が
特
に
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。
１
日
の
練
習
が
終
わ
り
、
顧

問
の
物
理
の
先
生
が
部
員
を
湯
野
浜
温

泉
に
車
で
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
先
生

を
合
わ
せ
て
７
人
。
し
か
し
、
車
は
５

人
乗
り
。
そ
こ
で
先
生
は
「
１
年
生
は
、

ト
ラ
ン
ク
さ
乗
れ
。」
と
、
躊
躇
な
く

言
い
渡
し
、
私
と
小
柄
な
同
級
生
は
、

２
人
で
狭
い
真
っ
暗
な
ト
ラ
ン
ク
に
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
急
な
カ
ー
ブ
が
続
く

加
茂
坂
で
は
横
に
な
っ
た
体
制
の
ま
ま

頭
を
ぶ
つ
け
、
前
後
に
転
が
り
、
こ
の

ま
ま
生
き
て
湯
野
浜
に
着
け
る
の
か
、

た
ま
ら
な
く
不
安
な
気
持
ち
で
「
早
く

着
け
、
早
く
着
け
。」
と
、祈
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
、「
質
実
剛
健
」
の
校
風
は
、

先
生
達
に
も
強
く
生
き
て
い
た
の
で
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
30
有
余
年
が
過
ぎ
、

世
界
や
日
本
の
色
々
な
風
景
を
見
て
き

ま
し
た
が
、
冬
に
な
る
と
思
い
出
す
鶴

岡
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

　

南
高
に
は
、
毎
朝
公
園
地
の
南
か
ら
、

城
跡
の
内
堀
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
間
を

通
っ
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
冬
、
何

日
も
雪
が
降
り
続
い
た
後
、
久
し
ぶ
り

の
天
気
に
な
っ
た
静
か
な
朝
。
一
点
の

雲
も
な
い
真
っ
青
な
空
。
公
園
地
に
入

る
と
、
太
陽
の
反
射
で
目
が
開
け
ら
れ

な
い
ほ
ど
輝
い
て
い
た
真
っ
白
な
雪
。

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
鶴
岡
の
風
景
で

す
。

　

母
校
を
卒
業
し
て
35
年
も
経
ち
ま
し

た
こ
と
、
本
寄
稿
に
あ
た
り
ま
し
て
再

認
識
し
、
月
日
の
流
れ
の
早
さ
に
驚
い

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
過
去
を
振
り
返
る

余
裕
も
な
く
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
が
、
物
理
学
教
育
・
研
究
の
場
に
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
母
校
で
の
物
理
授

業
の
こ
と
、
や
は
り
思
い
出
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
村
田
先
生
に
よ
る
物
理
の

授
業
で
、
数
学
で
学
ぶ
よ
り
も
早
く
微

積
分
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
特
殊
相
対

論
の
一
端
ま
で
講
義
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
そ
の
後
の
私
の
進
路
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
、
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
昨
今
、
高
校
で
の

物
理
履
修
者
の
減
少
と
物
理
教
員
の
減

少
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
点
で
の
母
校
の
現
状
を
知
り
ま
せ
ん

の
で
多
少
、
気
が
か
り
で
す
が
、
杞
憂

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
高
校
卒
業
間
際
に
起
き
た
社
会

的
な
出
来
事
と
し
て
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件
も
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
事
件
は
、

そ
の
後
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
我
が
国

の
政
治
と
統
治
体
制
、
さ
ら
に
は
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
た
と
考
え
ま
す
が
、
ま
だ

検
証
が
終
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
20
年
前
の
冷
戦
の

終
結
に
未
だ
に
対
応
で
き
ず
に
い
る
我

が
国
に
と
り
ま
し
て
、
近
・
現
代
の
史

的
認
識
が
重
要
課
題
に
思
わ
れ
ま
す
。

明
治
維
新
以
来
の
変
革
の
時
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
鶴
岡
お
よ
び
庄

内
の
立
場
も
大
き
く
変
化
し
う
る
時
代

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
教
育
と
知
識
の
役

割
も
変
化
す
る
時
代
に
あ
り
ま
し
て
、

母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
筆
を
置

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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き
ょ
う
だ

藤
原
　
絹
子
（
昭
和
51
年
83
回
卒
）

鈴
木
　
良
清
（
昭
和
52
年
84
回
卒
）

ま
す
ま
す
青
春
を

謳
歌
し
よ
う
で
は
な
い
か

　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
が
一
九
二

〇
年
頃
に
「
青
春
」
と
い
う
題
の
詩
を

創
作
し
た
。
山
形
大
学
工
学
部
の
先
生

が
偶
然
こ
の
詩
と
出
会
い
自
身
で
翻
訳

し
大
切
に
し
て
い
た
。
戦
後
国
内
に
広

ま
り
、
そ
の
内
容
に
感
銘
し
大
い
に
勇

気
づ
け
ら
れ
た
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

松
下
幸
之
助
氏
を
始
め
と
し
、
こ
の
詩

を
座
右
の
銘
と
す
る
企
業
ト
ッ
プ
が
多

い
と
聞
く
。

　

そ
の
冒
頭
部
分
を
紹
介
す
る
。
『
青

春
と
は
人
生
の
或
る
期
間
を
言
う
の
で

は
な
く
心
の
様
相
を
言
う
の
だ
。
優
れ

た
創
造
力
、
逞
し
き
意
志
、
炎
ゆ
る
情

熱
、
怯
懦
を
却
け
る
勇
猛
心
、
安
易
を

振
り
捨
て
る
冒
険
心
、
こ
う
言
う
様
相

を
青
春
と
言
う
の
だ
。』

　

何
事
に
対
し
て
も
関
心
を
持
ち
、
積

極
的
で
あ
り
、
挑
戦
的
で
あ
る
精
神
を

「
青
春
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
何
歳
に

な
っ
て
も
、
こ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け

る
限
り
青
春
を
謳
歌
で
き
る
。
十
代
で

あ
っ
て
も
、
何
事
に
も
無
気
力
・
無
感

動
・
無
関
心
で
あ
れ
ば
、
青
春
真
っ
只

中
と
は
い
え
な
い
の
だ
。

　

総
会
に
出
席
し
て
い
る
同
窓
生
の
皆

さ
ん
は
、今
ま
さ
に
こ
の
「
青
春
時
代
」

を
過
ご
し
て
い
る
方
々
ば
か
り
と
お
見

受
け
す
る
。何
十
年
も
前
の（ 

失
礼　

）

十
代
の
い
わ
ゆ
る
青
春
時
代
を
語
り
合

い
な
が
ら
、「
創
造
力
、
意
志
、
情
熱
、

勇
猛
心
、
冒
険
心
」
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、

紹
介
し
合
お
う
で
は
な
い
か
。
助
言
や

支
援
、
新
し
い
仲
間
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ウ
ル
マ
ン
は
こ
う
締
め
く
く
る
。『
大

地
よ
り
、
神
よ
り
、
人
よ
り
美
と
喜
悦
、

勇
気
と
壮
大
そ
し
て
偉
力
と
霊
感
を
受

け
る
限
り
、人
の
若
さ
は
失
わ
れ
な
い
』

　

２
０
１
０
年
春
か
ら
毎
月
毎
月
、
庄

内
の
地
元
の
自
然
の
中
で
、森
の
ツ
ア
ー

や
水
辺
で
の
カ
ヌ
ー
、
海
で
の
夜
光
虫

観
察
な
ど
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
四
季

折
々
に
素
晴
ら
し
い
表
情
を
見
せ
て
く

れ
る
各
地
の
ブ
ナ
原
生
林
。
木
に
耳
を

当
て
る
と
ゴ
ォ
〜
ッ
と
水
を
吸
い
上
げ

て
い
る
音
が
し
ま
す
。
雪
の
残
る
月
山

を
見
な
が
ら
静
か
な
湖
面
を
カ
ヌ
ー
で

渡
っ
て
い
る
と
き
、
こ
れ
以
上
の
幸
せ

が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
海
に

沈
む
夕
陽
。
飽
く
こ
と
な
く
見
続
け
て

し
ま
い
ま
す
。
今
年
の
大
雪
も
、
温
海

の
山
奥
で
３
m
を
越
す
雪
の
中
、
子
犬

の
よ
う
に
皆
で
遊
び
転
げ
ま
し
た
。
雪

も
又
良
し
で
す
。

　

こ
う
い
う
時
間
、実
は
10
代
・
20
代
の

頃
に
、
私
は
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
車

も
な
か
っ
た
し
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に

行
け
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
今
が
最
高
で
す

　

自
然
体
験
と
と
も
に
、
酵
素
玄
米
＆

菜
食
の
料
理
教
室
や
食
事
会
も
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
庄
内
の
食
材
の
豊
富
さ
、

お
い
し
さ
に
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
。

新
鮮
な
も
の
が
と
て
も
安
く
て
、
お
い

し
い
で
す
。

　

２
年
前
に
厚
労
省
を
辞
め
て
、
鶴
岡

に
戻
り
、
ゆ
ら
ハ
ー
ト
リ
ト
リ
ー
ト
と

称
し
て
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
基
本
は
「
庄
内
の
自
然
に
遊
ぶ
」

こ
と
で
す
。
時
間
を
作
っ
て
自
然
に
身

を
置
く
だ
け
で
、
す
べ
て
が
充
た
さ
れ

ま
す
。

　

仕
事
柄
、ア
ジ
ア
、欧
州
、ア
フ
リ
カ

か
ら
北
米
、南
米
、世
界
中
40
カ
国
以
上

旅
し
、
国
内
も
ほ
と
ん
ど
回
り
ま
し
た
。

ど
こ
も
素
晴
ら
し
い
土
地
が
あ
っ
て
素

晴
ら
し
い
人
が
い
ま
す
が
、
庄
内
も
ほ

ん
と
う
に
ど
こ
に
も
負
け
な
い
く
ら
い

素
晴
ら
し
い
土
地
と
人
が
い
ま
す
。
私

た
ち
の
誇
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
然

の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
こ
こ
で
遊
ば

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
す
べ
て
が
あ
っ
た

　

庄
内
の
自
然
と
人
に
癒
さ
れ
て
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け
た
あ
た
り
で
庄
内
モ
ー
ド
に
な
り
ま

す
。

　

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、

高
校
時
代
や
そ
れ
ま
で
の
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
す
機
会
も
少
な
く
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
帰
省
す
る
と
、
何
か

ほ
っ
と
す
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。
心
の

ふ
る
さ
と
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
感
覚

な
の
か
な
あ
と
最
近
思
い
ま
す
。

　

４
歳
の
息
子
も
庄
内
が
大
好
き
で
、

帰
省
し
て
１
日
経
つ
と
発
音
が
庄
内
弁

風
に
変
わ
り
、
魚
や
野
菜
を
お
い
し
い

と
言
っ
て
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
。
息
子

が
大
き
く
な
る
頃
も
、
ほ
っ
と
す
る
場

所
で
あ
り
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
う

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

斎
藤
　
匠
（
昭
和
61
年
93
回
卒
）

月
の
光
を
見
て

薬
袋
　
綾
（
平
成
8
年
103
回
卒
）

心
の
ふ
る
さ
と

み
な
い

　

高
校
の
授
業
で
、
李
白
の「
静
夜
思
」

を
聞
き
ま
し
た
。
当
時
は
そ
れ
ほ
ど
気

に
も
留
め
ず
に
、
漢
詩
の
一
つ
と
し
て

習
っ
た
だ
け
で
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
、
鶴
岡
を
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
際
に
、
ふ
と
し
た
こ
と
か

ら
「
静
夜
思
」
を
目
に
し
ま
し
た
。

　

牀
前
看
月
光　

疑
是
地
上
霜

　

挙
頭
望
山
月　

低
頭
思
故
郷

の
詩
に
、
な
ぜ
か
惹
か
れ
、
改
め
て
読

み
直
し
た
の
で
し
た
。
レ
点
な
ど
の
ふ

り
方
な
ど
は
と
う
に
忘
れ
て
い
ま
し
た

が
、
就
職
し
、
鶴
岡
に
帰
っ
て
か
ら
も
、

明
る
い
月
夜
の
際
に
良
く
こ
の
詩
を
思

い
出
す
と
き
が
あ
る
の
で
す
。

　

窓
越
し
に
見
る
月
の
明
る
さ
、
煌
く

星
、
月
夜
に
照
ら
さ
れ
る
山
な
ど
を
見

て
は
、
自
然
の
豊
富
な
と
こ
ろ
だ
か
ら

こ
そ
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
感
じ
、
詩
の

世
界
が
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
４
月
に
異
動
で
鶴
岡
市
東
京

事
務
所
勤
務
と
な
り
、
首
都
圏
に
お
け

る
鶴
岡
市
の
出
先
機
関
と
し
て
の
業
務

　

高
校
卒
業
後
、
庄
内
を
離
れ
て
東
京

に
住
み
、十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。最
近
、

テ
レ
ビ
で
鶴
岡
、
酒
田
の
旅
行
番
組
や

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

ド
ラ
マ
の
舞
台
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す

し
、
新
聞
・
雑
誌
で
鶴
岡
の
グ
ル
メ
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
庄
内
の
美
味
し
い
食
べ
物
、
き
れ

い
な
景
色
が
紹
介
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
地
元
出
身
者
と
し
て
い
つ

も
大
変
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
で
も
周
り
に
、
両
親
や
祖
父

母
が
庄
内
出
身
だ
と
い
う
人
が
多
く
、

な
に
か
縁
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
方

に
、
お
菓
子
の
「
古
鏡
」
や
「
あ
つ
み

か
ぶ
」
を
、
お
土
産
に
差
し
上
げ
る
と

よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

庄
内
を
離
れ
て
、
普
段
の
会
話
も
標

準
語
に
な
り
、
両
親
に
電
話
す
る
と
き

く
ら
い
し
か
庄
内
弁
を
話
さ
な
い
の
に
、

な
ぜ
か
空
港
に
降
り
立
つ
と
自
然
に
方

言
に
変
わ
り
ま
す
。
飛
行
機
を
降
り
て

か
ら
、
空
港
内
の
通
路
を
歩
き
、
階
段

の
下
で
、
お
せ
ん
べ
い
の
か
ご
を
見
つ

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
縁
で
東
京
鶴

翔
同
窓
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
生
活
し
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
鶴
岡
の
認
知
度
が
高
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
自
然
、
文
化
、
食
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
注
目
を
あ
び
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
で
、
そ
し
て
鶴
岡
で
月
を
見
て

は
改
め
て
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
鶴
岡
市
が
、
い

　

そ
う
の
輝
き
を
放
つ
よ
う
に
、
皆
様

ど
う
ぞ
お
力
添
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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三井照代先生と
『校歌舞』を踊ろう

高山文夫先生の写真展示

門脇千子
懐かしの歌

　母校で教鞭をとられた三井照代（旧姓・吉
続）先生と一緒に『校歌舞』を踊りましょう。
今は幻になった踊りをこの際、完全マスター
しておけば、何かの役に立つかも？　校歌も
一緒に歌いましょう。

　母校で教鞭をとられた高山文夫先生
（昭 38～46 年）の写真を展示します。
ダイナミックでしかも繊細な自然を感
じて下さい。写真集の即売も致します。

　幹事年 83 回（51 年卒）の門脇千子さんは
ジャズシンガーの大御所・マーサ三宅に師事
してはや？年。　趣味の域を超えた歌唱力を
生バンドの演奏とともにご堪能あれ。　曲目
は、当日のお楽しみ

※食べ足りないものや漬け物、その他は産直コーナーでお求めく
ださい。冷凍のだだちゃ豆は、『解凍レシピ』を差し上げます。

食べ始めたら、とまらない。
ふるさとに想いを馳せながら
召し上がって下さい。だだちゃ豆焼酎

冷凍だだちゃ豆

だだちゃ豆フリーズドライ秘かなブームです。
評判が評判を呼んでます。
一石二鳥のおいしさです。 この風味がたまりません。こどもから大人まで、お手軽おつまみ。

[13]

千嘉子　章子　逸郎　智　末彦　新太朗（７３回生）

第４１回 東京鶴翔同窓会
銀鱗波間に煌めき躍り
　白鷗雲間に羽ばたく所
　　楽しく学び　愉快に遊ぶ

第40回東京鶴翔同窓会総会・懇親会収支決算書
（平成22年1月1日～12月31日）

（1）一　般　会　計　　　　　　　　（単位：円）

（２）特　別　会　計　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目
前期より繰越
総会費収入
年会費収入
広告費収入
雑収入等
（祝い金）
（役員会臨時会費等）

　（預金利息）
特別会計繰入収入
　　

　
　合　　　　計

支　出　の　部

収　入　の　部
金　　　額
535,285
1,836,000
1,093,000
1,370,000
319,013
190,000
129,000

13
0

5,153,298

支　出　の　部
科　　　目 金　　　額

総会費支出
事　務　費
（印刷費）
（通信運搬費）
（旅費交通費）
（振込料金・手数料）
（雑　費）
会　議　費
広　告　費
ホームページ管理費
その他祝い金
特別会計繰入支出
次期繰越金
　　合　　　　計

2,653,374
1,394,015
684,080
539,365
20,000
55,615
94,955
599,490
21,000
50,000
130,960

0
304,459
5,153,298

一般会計　次期繰越金内訳
現　　金
郵便振替（口座残高）
普通預金・荘内銀行
普通預金・三井住友銀行
仮払金（次年度実行委員会前渡金）

17,729
8,912

113,562
4,256

160,000
304,459

収　入　の　部
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

前期より繰越
預金利息

一般会計繰入
   
合　　　計

2,269,845
0

0

2,269,845

一般会計繰入支出
次期繰越金
（普通預金）
（定期預金・荘内銀行）
（預金利息）
   　　合　　　計

0
2,269,845

0
2,269,845

2,269,845
本会の収支決算について、厳正に監査を実施したところ、その執行は適正であると
認められます。 平成23年4月1日

会計監事 印

手数料は40円違います

村田　敏

合　　　　計

昭和51年卒…
江部信夫（卓）、渡邊春信（写）、
佐藤雄喜（山）、奥山宏子（庭）、
中西　庸（放）、門脇千子（放）

印印

ち　　こ

年会費（維持会費）納入は郵便局の
機械振込（ATM）で



昭15年　宮﨑　富哉
　　　　渡會　春雄
　18年 中村　信雄
　　　　渡部　士郎
　19年 土岐　良次
　　　　上野　識
　20年  皆川　健行
　　　　五十嵐文夫
　　　　尾形　昌夫
　21年 佐藤　四良
　　　　佐藤　良三
　　　　富樫　泰教
　23年 伊東　良次
　　　　柴田　卓爾
　24 年 菊池　安行
　　　　植木　清哉
　25 年 岡本英一郎
　　　　加藤　五郎
　　　　丸谷　錦吾
　　　　鈴木　雄三
　26 年 窪田　騰
　　　　早川　恒子
　　　　増田　幸子
　　　　板垣　清
　　　　匹田　誠
　　　　本間　章介
　27 年 海瀬　久靖
　　　　桑原　貫次
　　　　佐藤　成生
　　　　斎藤　優三
　　　　石井　忍
　　　　石橋　幹雄
　　　　池田　輝之
　　　　渡部　啓三
　28 年 加藤　誠
　　　　小杉　信
　　　　杉本　欽也

　　　　茂木　勲
　29年 権藤　泰浩
　　　　五十嵐直範
　　　　五十嵐豊雄
　　　　佐藤　正吾
　　　　佐藤　正造　
　　　　山中　昊吉
　　　　小田　里子
　　　　大澤　弘之　
　　　　池田　ふみ
　　　　池田　初子
　30 年 磯野　国夫
　　　　奥山　綏
　　　　奥田　文夫
　　　　五十嵐隆二
　　　　工藤　司朗
　　　　高橋　進
　　　　高橋　徹
　　　　佐藤　新市
　　　　三浦　五八
　　　　小鷹　悌二
　　　　小田　政昭
　　　　大川　重一
　　　　竹屋　勲
　　　　飯塚　進
　　　　富樫　薫
　　　　鈴木　清
　31 年 榎本　堯
　　　　岡田　恒祐
　　　　鎌田　喜子
　　　　桜井　文子
　　　　諏訪　浩
　　　　大滝　恒雄
　　　　中山　千史
　　　　富樫　稔
　　　　平田　宏
　　　　本間　克彦

　32 年 宮本　慶子
　　　　小花　吉彦
　　　　生田　俊一
　　　　難波　茂丸
　　　　友澤萬里子
　33 年 阿部　文治
　　　　佐藤　安行
　　　　小松原隆治
　　　　渡部　明
　　　　本間　義信
　　　　澤井　俊弥
　　　　齋藤　正幸　
　34 年 安野　正紀
　　　　足達　哲郎
　　　　大川　政紀
　　　　中嶋　茂
　　　　板垣　正明
　35 年 佐藤　幹生　
　　　　富樫　秀
　36 年 冠木　敦子
　　　　今間　洋一
　　　　佐藤清四郎
　　　　荘司　保治
　　　　大川　諭
　　　　渡部　洋
　　　　陶山　宏
　　　　冨樫　惇
　　　　本間　敬士
　　　　櫻井　孝子
　　　　平山　端
　37 年 犬塚　吉士
　　　　工藤　雅子
　　　　工藤　良作
　　　　高橋トヨセ
　　　　佐藤　征洋
　　　　佐藤　和敏
　　　　斎藤　英士

　　　　菅　　徹
　　　　菅井　誠一
　　　　菅原　健
　　　　青木　祐二
　　　　陶山　哲夫
　　　　本間　俊英
　　　　林　　広弥
　38 年  伊藤　進康
　　　　寒河江孝允
　　　　五十嵐房夫
　　　　後藤　広喜
　　　　佐藤　高志
　　　　細野　美保
　　　　小林　啓二
　　　　菅原　司
　　　　太田　司郎
　　　　太田　良弘
　　　　地主　忠夫　
　　　　中西　一角
　　　　長江　和子
　　　　尾形　文子
　　　　福原　正和
　　　　芳賀　俊郎
　　　　齋藤　淑人
　　　　庄司　誠
　39 年  阿部　良一
　　　　金子　勝男
　　　　金内　彰
　　　　五十嵐耕三
　　　　上林　正己
　　　　菅原　克己
　　　　前島　京子　
　　　　相馬　省記
　　　　黒田　俊男
　40 年 阿部　正浩
　　　　安達　昌夫
　　　　伊達由美子

　　　　稲船　幸純
　　　　兼子　久
　　　　犬塚　恒士
　　　　高橋　恵子
　　　　佐久間照正
　　　　佐藤　奎一
　　　　三浦　信次
　　　　山口　久
　　　　山口　弘士
　　　　酒井　忠久
　　　　秋庭　督
　　　　小鷹　光雄
　　　　小林　典子
　　　　小林　文行
　　　　上野　藤吉
　　　　瀬尾　邦彦
　　　　成田　仙一
　　　　斉藤　輝峰
　　　　石崎　庄子
　　　　大沼　悌三
　　　　渡会　偵祐
　　　　渡部　政喜
　　　　半沢　健雄
　　　　冨樫　富雄
　　　　木根淵光夫
　　　　木根淵直子
　　　　木村勇次郎
　　　　齋藤　豊三
　　　　岡野　順子
　41 年 齋藤　偕也
　　　　伊藤加奈子
　　　　伊藤恵美子
　　　　栗本　浩
　　　　五十嵐　丕
　　　　荒田　盈一
　　　　小杉　善宏
　　　　渡部　逸郎

　　　　土田　利彦
　　　　永井　憲雄
　　　　橋本　暁
　　　　成澤　正幸
　　　　平山　静夫
　　　　古野　章三
　　　　　嶋　勝平
　42 年 佐藤　秀子
　　　　坂田　敬一
　　　　木戸美記子
　43 年 海藤由紀夫
　　　　阿部　正
　　　　岡部　次樹
　　　　丸田　孝明
　　　　五十嵐清助
　　　　佐藤　英一
　　　　坂本　妙子
　　　　菅野　京子
　　　　石黒　義昭
　　　　中島　恵子
　　　　梅津　千里
　44 年  小林　保博
　45 年 伊藤　豊
　　　　今野　千保
　　　　佐藤　幹夫
　　　　佐藤久仁子
　　　　三浦　一郎
　　　　杉山　恵子
　　　　菅原　誠二
　　　　村田　敏
　　　　坪井　真理
　　　　梅津　準士
　46 年 奥村　智子
　　　　笹浪真智子
　　　　小林　桂子
　47 年  酒井比呂子
　49 年 加藤　悟

　　　　佐々木晶子
　　　　小野田眞子
　　　　登坂　恵理
　50年  今野　りつ
　　　　佐藤　研
　　　　斎藤　宏之
　　　　若木　保
　　　　大瀧　陽悦
　　　　渡部　尚登
　　　　野崎　嘉子
　　　　林　　みき
　52 年 鈴木　良清
　53 年  伊藤　秀夫
　　　　秋葉　守
　　　　大泉　正
　　　　福原南津子
　　　　中込真知子
　55 年 飯野　眞也
　　　　小池　一史
　　　　石川　透
　　　　相沢　政男
　56 年 山村　文夫
　　　　小池　宏忠
　57 年 岡本　あい
　　　　関口　太郎
　　　　小泉　智和
　　　　渡部　英一
　60 年  小野寺　修
　　　　中島　浩子
　61 年 齋藤　匠
　63 年 迎田　洋
平10年 中村　正樹

　………以上254名

第40回　東京鶴翔同窓会総会　出席者一覧

『鶴友会ゴルフ』

『庄内うたう会』 『鶴翔塾』

　鶴翔会会員がゴルフを通じて親睦を深めるための会で、
創立は昭和47年（1972年）。現在、登録74名。会長は菅徹
会長（第6代、69回）。初代会長は阿宋保次郎氏（43回）。
年間2回開催され、春は鶴翔単独。秋は城畔会（鶴工OB会）
と合同（別称＝鶴栄会、鶴岡に関係あれば、誰でも参加で
きる会）。この春の開催で 76 回目。豪華賞品も盛りだく
さん。新メンバー大歓迎
【問】090-3816-3367 事務局 =大泉正（85 回）まで。

　1997年 3 月に創設。生涯学
習と相互交流を目的とし、そ
の会報は『South Wing 南翔』。
鶴翔塾開催の模様をお知らせ
するとともに、自由投稿の場
として、ジャンルを超えた同
人雑誌を目指す。講演内容は
第 1回の「能とシェークスピ
ア」宗方邦義（60 回）氏から第19回の「日本の食文化を酒から語る」佐
藤一良（85 回）氏まで。知的所有権、数学、マンガ、がん、算数、外国
人問題、現象学、宇宙天気予報、映画、陶芸、書道、写真等など…。
講師の方も51回生から86回生、哲学者、政治家と多肢多彩。 次回が
20 回記念講演。        【問】090-3816-3367 事務局 =大泉正（85 回）まで。

もあり。鶴岡を中心
に音楽活動をされて
いる田中　宏さん（95回生）が毎回鶴岡から指導にきてくれるという贅
沢さ。BGM、茶菓子つき休憩時間も最高の癒しの時間。毎月一回土曜
日開催。若手、大歓迎　　【問】03-3488-6435（宮本）

　12年の歴史をほこ
る同好会。皆が歌い
たいものを10曲以上
バンバン歌っている
気楽なうたう会。歌
曲、歌謡曲、民謡、童
謡、ポップス、ジャズ、
シャンソンとなんで

３月の東日本大震災におきまして、被災されました方 に々は、心より
お見舞い申しあげます。一日も早く復興され、お元気になられます
よう、お祈りしております。

（代表・栗本浩／７３回生）
第４１回東京鶴翔同窓会・実行委員会一同
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　　　　永澤萬里野
　　　　小谷野範子
　　　　真嶋　美弥
　　　　鈴木　忠昭
　　　　鈴木　啓五
　　　　鈴木あさ子
　　　　斎藤　弘
　　　　佐藤　忠夫
　　　　佐藤　隆三
　　　　生田　俊一
　　　　難波　茂丸
　　　　宮本　慶子
　　　　小花　吉彦
　　　　伊藤　隆義
　33 年 小松原隆治
　　　　後藤　武
　　　　佐藤　安行
　　　　松田　義幸
　　　　渡部　明
　　　　齋藤　俊輔
　　　　阿部　文治
　　　　齋藤　正幸
　　　　板倉　利
　　　　本間　義信
　　　　宮崎　忠
　　　　高橋　進一
　　　　佐藤　隆
　34 年 水口　武二
　　　　安野　正紀
　　　　足達　哲郎
　　　　鈴木　一
　　　　村田　良
　　　　佐藤　武雄
　　　　橋本　健二
　　　　佐藤千久郎
　　　　大川　政紀
　　　　渡部　和夫
　　　　佐藤　捷実
　　　　三矢　正士
　　　　鷲田　誠治
　　　　中嶋　茂
　　　　渡部　宗助
　　　　百瀬　義広
　　　　板垣　正明
　　　　粕谷　英樹
　　　　笹原　龍三
　35 年 富樫　秀
　　　　近藤　進
　　　　猊倉　祐子
　　　　阿部　昭雄
　　　　坂本　紀夫
　　　　富樫　喜孝
　　　　池田　晃
　　　　粕谷　淳二
　　　　佐藤　幹生
　　　　岡田　宏
　　　　阿部　茂弘
　　　　寺嶋　成晃
　　　　稲垣美恵子
　　　　長谷川正晴
　36 年　冨樫　淳
　　　　陶山　宏
　　　　大川　諭
　　　　荘司　保治
　　　　菅原　実
　　　　佐藤清四郎
　　　　赤松　景正
　　　　櫻井　孝子
　　　　小野寺芳彦
　　　　冠木　敦子
　　　　真島　浩子
　　　　高島　由美
　　　　本間　敬士
　　　　本間　正士
　　　　佐藤　久喜
　　　　黒坂　惇
　　　　徳永　功
　　　　渡部　洋
　　　　荘司　幸夫
　　　　多田　章子

　 4 修  川島幸之輔
旧職員　蟹谷　栄一
昭10年　鈴木　保三
　　　　川村　徳男
　11 年 広瀬　忠三
　14年 高木　正雄
　15年  宮﨑　富哉
　　　　田中武次郎
　　　　渡會　春雄
　　　　阿部　玄
　17 年 西海　哲雄
　　　　桑島　栄輔
　　　　菅原　藤夫
　18 年 渡部　士郎
　　　　古谷　文夫
　　　　土田　茂
　19 年　上野　識
　　　　黒谷　正敏
　　 　 野尻佐太右エ門
　　　　佐藤　昭一
　　　　佐藤　隆
　　　　菅原　隆輔
　　　　土岐　良次
　　　　大屋　恭士
　　　　五十嵐正隆
　20 年 尾形　昌夫
　　　　旅河　伸介
　　　　皆川　健行
　　　　深野　耕作
　　　　五十嵐文夫
　　　　西田　昭治
　　　　助川　孝吉
　　　　日向　豊雄
　　　　五十嵐藤一
　　　　寒河江辰巳
　　　　佐藤　久治
　21 年 斎藤　伸
　　　　佐藤　四良
　　　　斎藤　茂三
　　　　富樫　泰教
　　　　佐藤　良三
　　　　長谷川久一
　　　　菅原　三郎
　　　　中里　欣一
　　　　吉田　晃二
　23 年 飛塚　忍
　　　　竹内　伸吉
　　　　伊東　良次
　　　　柴田　卓爾
　24 年 菊池　安行
　　　　伊関　孝
　　　　渡部　昇一
　　　　村井　正治
　　　　阿部　善之
　　　　半田　一郎
　25 年 舩岡　末利
　　　　丸谷　錦吾
　　　　伊藤茂登二
　　　　岡本英一郎
　　　　稲津　淳
　　　　門野　卓
　　　　佐々木睦雄
　　　　斎藤　正
　　　　細井　地久
　　　　鈴木　雄三
　　　　加藤　五郎
　26 年 伊藤　幸也
　　　　皆川　英明
　　　　風間　蓉子
　　　　奥田　隆男
　　　　窪田　騰
　　　　阿部　純二
　　　　田部井恭子
　　　　川島　協
　　　　佐藤　俊彦
　　　　増田　幸子
　　　　長濱　自明
　　　　廣瀬　信行
　　　　長谷川　実
　　　　斉藤　祐輔

　　　　渡部　瑞夫
　　　　板垣　省吾
　　　　杉本　皓一
　　　　匹田　誠
　　　　早川　恒子
　　　　山口　鶴子
　　　　横山　隆治
　　　　地主　幸右
　　　　野村　善吉
　　　　本間　章介
　　　　藤盛　郁子
　　　　斉藤　健三
　　　　板垣　清
　　　　梅津　迪子
　27 年 石田　晋
　　　　西　　秀
　　　　橋本　信子
　　　　斎藤　信次
　　　　山越　廉
　　　　増田　浩子
　　　　松本　直明
　　　　佐藤本次郎
　　　　佐藤　瑛子
　　　　佐藤　成生
　　　　佐藤美喜子
　　　　丸山　智子
　　　　桑原　貫次
　　　　渡部　啓三
　　　　富樫　近一
　　　　長谷川勝一
　　　　犬塚　庸子
　　　　竹内　達夫
　　　　斎藤　優三
　　　　池田　輝之
　　　　海瀬　久靖
　　　　石橋　幹雄
　　　　大滝　哲郎
　　　　石井　忍
　　　　鈴木　浩
　　　　佐藤　邦夫
　　　　斎藤　祥子
　　　　山口　富
　　　　工藤　泰久
　28 年 小杉　信
　　　　杉本　欽也
　　　　藤滝　俊
　　　　加藤　誠
　　　　村上　文昭
　　　　阿部　正
　　　　茂木　勲
　　　　佐藤　純子
　　　　鈴木　二郎
　　　　佐久間美津雄
　　　　長南芙美子
　　　　清原　一太
　29 年 川島　譲
　　　　田中　力
　　　　福井　博
　　　　権藤　泰浩
　　　　犬塚　陽一
　　　　大倉　弥生
　　　　江川美津子
　　　　三浦　郁也
　　　　佐藤　千枝
　　　　坂本　玲子
　　　　上原　圭子
　　　　長濱　良子
　　　　中村　姚
　　　　大澤　弘之
　　　　笹原　謹二
　　　　菊池　晴
　　　　村上　宮子
　　　　村井三千代
　　　　小田　里子
　　　　船岡　栄子
　　　　石川　宇女
　　　　池田　ふみ
　　　　金野　敏子
　　　　弘中　郁子
　　　　宮口　米子

　　　　五十嵐直範
　　　　長谷川きみ子
　　　　　山中　昊吉
　　　　池田　初子
　　　　五十嵐豊雄
　　　　相馬　和彦
　　　　佐藤　啓輔
　　　　南　かね江
　　　　石川　悌二
　　　　渡辺美枝子
　　　　佐藤　四郎
　30 年 奥田　文夫
　　　　高橋　徹
　　　　石田　和子
　　　　萩原　力
　　　　菅原　敬子
　　　　山口　武
　　　　河野シゲ子
　　　　大川　重一
　　　　五十嵐隆二
　　　　鈴木　清
　　　　瀬尾　恒雄
　　　　田澤　政一
　　　　佐藤　玲子
　　　　飯塚　進
　　　　佐藤　俊祐
　　　　磯野　国夫
　　　　佐藤　新市
　　　　富樫　薫
　　　　三浦　五八
　　　　高橋　進
　　　　佐藤　雅博
　　　　竹屋　勲
　　　　若林　庸夫
　　　　廣瀬木ノ芽
　　　　池田　惇二
　　　　武田　友樹
　　　　岸田　光祐
　　　　大谷　樹溢
　　　　小鷹　悌二
　　　　愛川　正一
　　　　石井　勉
　　　　奥山　綏
　　　　工藤　司郎
　　　　小田　政昭
　31 年 榎本　堯
　　　　鎌田　喜子
　　　　桜井　文子
　　　　中山　千史
　　　　重山　貞夫
　　　　櫻井喜久恵
　　　　古野　八郎
　　　　本間　克彦
　　　　岡田　恒祐
　　　　畑田　治範
　　　　大滝　恒雄
　　　　富樫　稔
　　　　大瀧　幸克
　　　　板垣　善博
　　　　五十嵐憲治
　　　　中村　俊夫
　　　　五十嵐　信
　　　　渡部　真一
　　　　平石　玲
　　　　本間　光二
　　　　礒見　明子
　　　　中村　君子
　　　　志賀　道武
　　　　御橋　廣眞
　　　　外池　連子
　32 年 友澤萬里子
　　　　岡部鉄太郎
　　　　鑓水　宣子
　　　　大井　浩司
　　　　真島　知夫
　　　　榎本　克弘
　　　　中村　愃　
　　　　新井　健一
　　　　河野　景子
　　　　渡部　賢

　　　　渡部　栄雄
　　　　栗田　一洋
　　　　今間　洋一
　　　　相田　進
　　　　平山　端
　　　　神保　勝彦
　37 年 斎藤　英士
　　　　高橋トヨセ
　　　　菅井　誠一
　　　　菅　　徹
　　　　林　　広弥
　　　　林　　茂一
　　　　堀　　正俊
　　　　遠藤　裕光
　　　　犬塚　吉士
　　　　黒羽根恒子
　　　　高宮　守男
　　　　石川　二郎
　　　　古村　一枝
　　　　工藤　雅子
　　　　佐藤　征洋
　　　　佐藤　和敏
　　　　菅原　健
　　　　青木　祐二
　　　　陶山　哲夫
　　　　岡田　睦
　　　　今野　彦雄
　　　　木村　清彦
　　　　三浦　勝
　　　　梅崎満洲夫
　38 年  芳賀　俊郎
　　　　尾形　文子
　　　　太田　良弘
　　　　中西　一角
　　　　地主　忠夫
　　　　福原　正和
　　　　庄司　誠
　　　　富樫　次男
　　　　志賀　嘉美
　　　　佐藤　高志
　　　　矢吹　静子
　　　　太田　司郎
　　　　長江　和子
　　　　上林　治
　　　　五十嵐房夫
　　　　大橋　貴恵
　　　　寒河江孝允
　　　　小林　啓二
　　　　中野不二男
　　　　伊藤　進康
　　　　土岐　寛
　　　　菅原　司
　　　　土井征一郎
　　　　後藤　広喜
　　　　林　節子
　　　　木村　輝子
　　　　佐藤　洋
　39 年  上林　正己
　　　　金内　彰
　　　　五十嵐耕三
　　　　菅原　克己
　　　　相馬　省記
　　　　前島　京子
　　　　阿部　良一
　　　　佐藤　祐一
　　　　山田　悟
　　　　金子　勝男
　　　　五十嵐　功
　　　　砂田　茂宏
　　　　板垣　勝男
　　　　小松　茂樹
　40 年 渡会　偵祐
　　　　成田　仙一
　　　　小鷹　光雄
　　　　兼子　久
　　　　土岐　紀子
　　　　岩城　清一
　　　　犬塚　恒士
　　　　小林　敬己
　　　　齋藤　豊三

　　　　斉藤　輝峰
　　　　三浦　信次
　　　　上野　藤吉
　　　　伊達由美子
　　　　稲船　幸純
　　　　佐藤　奎一
　　　　大館　敬一
　　　　佐久間照正
　　　　渡部　政喜
　　　　河西　美鈴
　　　　山口　弘士
　　　　冨樫　富雄
　　　　小林　典子
　　　　山口　久
　　　　高橋　恵子
　　　　小林　文行
　　　　木根淵光夫
　　　　木根淵直子
　　　　鈴木　斉
　　　　安達　昌夫
　　　　阿部　正浩
　　　　岡野　順子
　　　　半沢　健雄
　　　　橋本　久
　　　　石崎　庄子
　　　　木村勇次郎
　　　　秋庭　督
　　　　大沼　悌三
　　　　瀬尾　邦彦
　41 年 平山　静夫
　　　　渡部　逸郎
　　　　荒田　盈一
　　　　渡辺　勉
　　　　栗本　浩
　　　　齋藤　偕也
　　　　伊藤加奈子
　　　　伊藤恵美子
　　　　五十嵐　丕
　　　　成澤　正幸
　　　　古野　章三
　　　　髙嶋　勝平
　　　　新村　紀子
　　　　田畑伊都子
　　　　高田　京子
　　　　富樫　繁明
　　　　丸山　治
　　　　吉川　治雄
　　　　渡部　紘規
　　　　中村　正彦
　　　　橋本　暁
　　　　土田　利彦
　　　　永井　憲雄
　42 年 木戸美記子
　　　　今村まさ子
　　　　舌津　一良
　　　　佐藤　秀子
　　　　佐藤　潔
　　　　坂本　誠
　　　　桂嶽　みな
　　　　指田重治郎
　　　　真島　俊夫
　　　　井上　茂
　　　　青島　時子
　　　　坂田　敬一
　43 年 梅津　千里
　　　　石黒　義昭
　　　　五十嵐清助
　　　　中島　恵子
　　　　塩貝　厚子
　　　　岡部　次樹
　　　　菅野　京子
　　　　坂本　妙子
　　　　佐藤　英一
　　　　奥泉　洋一
　　　　阿部　正
　　　　判　和香子
　　　　丸田　孝明
　　　　海藤由紀夫
　44 年 佐藤　幹夫
　　　　佐藤　眞一

　　　　保多　由子
　　　　小林　紀雄
　　　　小林　保博
45 年 　梅津　準士
　　　　杉山　恵子
　　　　坪井　真理
　　　　伊藤　豊
　　　　庄司　秀昭
　　　　村田　敏
　　　　菅原　誠二
　　　　佐藤久仁子
　　　　五十嵐　章
　　　　今野　千保
　46 年 笹浪真智子
　　　　奥村　智子
　　　　小林　桂子
　　　　今野　健吾
　　　　鈴木　晴彦
　47 年  山内　仁紫
　　　　酒井比呂子
　48 年 阿部　勝好
　　　　布川　毅
　49 年 日向　健　
　　　　佐々木晶子
　　　　登坂　恵理
　　　　石川　康博
　　　　吉住　明彦
　50 年 今野　りつ
　　　　板垣　隆
　　　　若木　保
　　　　荒木　陽子
　　　　林　　みき
　　　　荒木　厚
　　　　野崎　嘉子
　　　　渡部　尚登
　　　　斎藤　宏之
　　　　大瀧　陽悦
　　　　佐藤　研
　51 年 大須賀幸子
　　　　齋藤　和春
　52 年 鈴木　良清
　　　　荒松　禎子
　53 年 大泉　正
　　　　福原南津子
　　　　伊藤　秀夫
　　　　中込真知子
　　　　秋葉　守　
　54 年 横屋　一弥
　55 年 萬年　啓一
　　　　石川　透
　　　　小池　一史
　　　　安井　明美
　　　　飯野　慎也
　　　　小松　昭
　56 年 山村　文雄
　　　　小池　宏忠
　57 年 岡本　あい
　　　　関口　太郎
　　　　小野寺　豊
　　　　渡部　英一
　　　　大塚　明子
　　　　小泉　智和
　59 年 大作あゆみ
　60 年  中島　浩子
　　　　小野寺　修
　　　　脇　裕美
　61 年 齋藤　匠
　63 年 迎田　洋
平 2 年 荒沢　正敏
　　3 年 伊達　丈浩
　 8 年 野尻　善之
　11 年 土橋　有紀

　………以上552 名

22年度　年会費納入者名簿（卒業年次別）
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